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ごあいさつ 

 

この度、愛媛砥部モラロジー事務所主催の第 4 回「家族のき

ずな」エッセイ募集を町内の小中学校児童、生徒の皆様を対象

にお願い致しましたところ 433 編もの多くの作品を寄せてく

ださいました。この冊子には入賞 5 編、入選 25 編、合わせて

30 編の作品を掲載しております。 

 ご応募いただいたエッセイは「家族のきずな」の大切さを考

えさせられる作品ばかりでした。 

校長先生をはじめ担当の先生方、保護者の皆様のご協力を賜

りましたことに厚く御礼申し上げます。 

また、このエッセイ募集の活動にご後援いただきました砥部

町、砥部町教育委員会、砥部町小中学校長会はじめ、多くの協

賛いただきました企業、個人の皆様に心より御礼申し上げます。    

また、第 1 回より選考委員長として企画、運営にご協力いた

だいております小田直行先生はじめ選考委員の皆様には大変

お世話になりました。感謝申し上げます。 

最後になりましたが、この取り組みをとおして、家庭、学校、

地域が一体となって未来ある子供たちの心を育てる契機にな

ることを願っております。応募いただいた児童、生徒の皆様に

感謝申し上げごあいさつといたします。 

 

愛媛砥部モラロジー事務所 

代表世話人 和田耕司 
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講    評 

 「家族のきずなエッセイ」入賞・入選おめでとうございます。 
 愛媛砥部モラロジー事務所主催の第 4 回「家族のきずなエッ
セイ」募集には、町内の小中学生から昨年を上回る 433 編の作
品が寄せられました。本当にありがとうございました。それぞ
れの作品には、体験した者にしか書くことのできない家族愛や
家族への感謝の気持ちが溢れ出ており、エッセイ集に総ての作
品を収録したかったのですが、諸事情で選考させていただきま
した。第一次選考で 88 編に絞り、第二次選考で作品集に掲載
する 30 編を選びました。甲乙つけがたい作品が多く、その中
から町長賞、教育長賞、モラロジー道徳教育財団賞、愛媛県モ
ラロジー協議会賞を選ぶのは難航いたしました。 
 5 月からコロナウイルス感染症が 5 類となり、徐々に人との
関りが回復してきました。しかし、コロナ禍の影響を子供たち
は強く受けたのか、安心して過ごせる居場所としての家族だけ
でなく祖父母を中心に家族への愛や感謝の気持ち、いのちのつ
ながりを素直に表現した作品が多くありました。また、塞ぎ込
みがちなときにときめく弟や妹の誕生、ともすれば表立てにし
たくない病気や死別の内容の作品、自分の言動を振り返り力強
く生きていこうとがんばっている姿を書いた力強い作品もあ
りました。さらに、親が見方や考え方を一方的に押し付けるの
ではなく、子供に寄り添い、ともに成長していく家族の姿勢を
書いた作品には共感いたしました。このようなあたたかい家庭
で育った子供たちは、困難な状況に出会っても助け合って生き
抜く力を身につけ成長していくことでしょう。少子高齢化、幼
児虐待やいじめなど子供たちを取り巻く環境はいっそう複雑
化してきています。私たち大人は、子供たちのための環境づく
りに取り組まなければならないと強く感じました。 
「家族のきずなエッセイ」にお寄せいただいた子供たちとご

家族の皆様、募集にご協力いただいた先生方、審査にご尽力を
賜りました選考委員の皆様にも、厚くお礼を申し上げます。こ
のエッセイをきっかっけにして、それぞれのご家庭が「家族の
きずな」を再認識し、思いやりの輪がいっそう広がっていくこ
とを願っております。最後に、本エッセイ募集の企画・運営等
にご尽力いただいた関係者の方々に心からお礼を申し上げ、講
評といたします。 
 

選考委員長 
元伊予市立北山崎小学校長 

小 田  直 行 
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令和 5年度 

第 4回「家族のきずなエッセイ」入賞作品一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊砥部町長賞 

大谷 斗真  砥部小学校 4年 ・・・・・・・ 5 

ぼくのお父さん 

＊砥部町教育長賞 

山地  凜   広田小学校 ６年 ・・・・・・・ 6   

家族とはなれて 

＊モラロジー道徳教育財団賞 

堀内 七海  宮内小学校 4年 ・・・・・・・ 7 

島じいちゃんのみかん 

＊愛媛県モラロジー協議会賞 

伊藤 瑞季  麻生小学校 2年 ・・・・・・・ 8 

弟が生まれた 

得居 心音   砥部中学校 １年 ・・・・・・・ 9 

忘れられない家族の言葉 

 



4 
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＜ 入  選 ＞ 

浜田 ゆず  麻生小学校 2 年  大すきなおじいちゃん・・・10 

石原 矢尋  砥部小学校 2 年  ひいじいちゃんのこと・・・11 

松下 実咲  砥部小学校 3 年  あまえんぼうの妹とあまえんぼうのわたし・12 

岡本 晟也  宮内小学校 4 年  命をつなぐ・・・・・・・・13 

小田  楓  宮内小学校 4 年  私の宝物・・・・・・・・・14 

井谷 陽葵  宮内小学校 4 年  まっているよ・・・・・・・15 

向井 やよい 広田小学校 4 年  家族そして友達とのきずな ・16 

大向 風歌  宮内小学校 5 年  うけつがれた家族の笑顔・・17 

上成 皇誠  砥部小学校 5 年  ばあちゃんありがとう・・・18 

竹島  凛  砥部小学校 5 年  もちつき・・・・・・・・・19 

尾上 鈴翔  広田小学校 5 年  本当の気持ち・・・・・・・20 

山田 陽向  宮内小学校 6 年  家族がどれだけ大切か分かった出来事・21 

黒川  楓  宮内小学校 6 年  私のたからもの・・・・・・22 

大谷 莉々華 砥部小学校 6 年  父ちゃんハンバーグ・・・・23 

森口 怜司  砥部小学校 6 年  コロナ時の優しいお母さん・24 

上田 龍征  砥部小学校 6 年  最高な野菜・・・・・・・・25 

平岡 穂実  砥部中学校 1 年  弟の誕生と成長・・・・・・26 

井門 美結奈 砥部中学校 1 年  生まれてきてよかったと感じたとき・27 

酒井 碧唯  砥部中学校 1 年  僕の家族の新たな挑戦・・・28 

白石 愛美  砥部中学校 1 年  「家族のきずな」ってなんだろう？ ・ 29 

德永 柚咲  砥部中学校 1 年  おかあさんの気持ちと私の気持ち・30 

井上 羽詩  砥部中学校 1 年  一つの大切な言葉・・・・・31 

弘岡 朔羽  砥部中学校 1 年  家族が僕の野球を支えてくれている・32 

上成 海凪  砥部中学校 1 年  父の言葉・・・・・・・・・33 

仲濱 蒼良  砥部中学校 1 年  お母さんとの思い出・・・・34 
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ぼくのお父さん 

 砥部小学校 4 年  大 谷
おおたに

 斗
とう

真
ま

 さん  
 
 

ぼくの家族の思い出は、大分県に行った旅行です。お父さん

が病気だとしってから家族５人で学校を休んで旅行に行きま

した。 

お父さんは、その時にはもう歩けませんでした。ぼくがお父

さんのお店に食べに行くと、お父さんはいつも元気で、みんな

に食事を運んでいて、お店では店長でした。家ではいつものん

びりしていました。そんなお父さんが歩けなくなったけど、家

族で大分に旅行に行った時には、みんなでお父さんの車椅子を

おしました。とても大変だったけど、お父さんはよろこんでく

れました。お母さんもお姉ちゃん達も楽しそうでした。 

お父さんが死んでぼくはとても悲しいです。休みの日には、

いつもぼくとキャッチボールをして遊んでくれました。だけど

お父さんがいなくなると、だれもしてくれません。 

でもぼくが泣きそうになるとお姉ちゃん達が笑わせてくれ

ます。 

ぼくはがんばります。 

 

 

 

砥部町長賞 
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家族とはなれて 

 広田小学校 6 年  山地
やまじ

 凜
りん

 さん  
 
 

 わたしは山村留学センターに通っていて、４月から家族とは

なれて暮らすようになりました。新しい環境になじめず、不安

になって泣いてしまうこともありました。いつもそばでなぐさ

めてくれていた家族ともはなれてしまい「私はもう１人なのか

もしれない」と思うほどでした。 

時は流れて４月の終わりごろになって家族と会える日にな

りました。このころになると、私はセンターの友達と楽しく暮

らしていて、泣くことも少なくなっていました。話せる時間に

なって、お母さんお父さんが近づいてきて私はなつかしくなり

涙があふれました。するとお母さんが「凜、会いたかったよ」

と言ってだきしめてくれました。私は自分だけがさみしいんだ

と、かんちがいしていました。帰りまぎわに家族が言ってくれ

ました。「凜、さみしいのは同じなんだから、泣かないでね」。

その言葉に私は元気をもらいました。 

今は夏休み、家族と一緒にいられる時間を大切にしようと思

いました。 

 

 

 

砥部教育長賞 



7 

 

 

 

  

 

島じいちゃんのみかん 

 宮内小学校 4 年  堀 内
ほりうち

 七海
ななみ

 さん  
 
 

わたしのじいちゃんは、釣島の畑でみかんを作っています。

品種は、紅マドンナ、セトカ、ナツミです。しゅうかく時期は

１２月から５月までになります。島じいちゃんは、７５才なの

に、２０キロほどのみかん箱を持ち上げます。すごく力が強い

です。でも最近は、こしが４５度くらい曲がってしまって「も

うやめる」とつぶやきながらがんばっています。島じいちゃん

が作ったみかんは、とてもあまくて、ジュースみたいで、わた

しは大好きです。「なぜおいしいの」と聞いたら、「島で作るか

ら」と、すごくうれしそうに答えてくれます。まだやめそうに

ないなと思います。わたしはじいちゃんににてるのか力が強く、

みかんが入った１０キロのかごを運ぶことが出来ます。今年も

手伝って、バイト代のみかんをいっぱい食べたいです。中学生

になったら２０キロのみかん箱も、持ち上げれるようになるの

で、それまでがんばってほしいなと思います。 

 

 

 

 

 

モラロジー道徳教育財団賞 
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弟が生まれた 

 麻生小学校 2 年  伊藤
いとう

 瑞
みず

季
き

 さん  
 
 

 ６月にわたしの弟がうまれました。名前は「そうた」になり

ました。お母さんのおなかがすこしずつ大きくなったり、おな

かをさわるとおなかの中の赤ちゃんがうごいたりして、とても

びっくりしました。赤ちゃんに会えることがとてもたのしみに

なりました。 

 学校からかえると、おばあちゃんに「赤ちゃん生まれたよ。

男の子だって」とおしえてもらいました。わたしはとびはねる

くらいうれしかったです。早く会いたいと思いました。 

 つぎの日、お父さんと妹と３人でびょういんに行き、赤ちゃ

んにやっと会えました。とても小さくてかわいかったです。毎

日会いに行きました。いえに赤ちゃんがきた時は、うれしかっ

たです。赤ちゃんは１日中ねてばかりだけど、たくさんやさし

くさわったり、声をかけたりしています。たまににこっとわら

うととてもかわいいです。大きくなって早くいっしょにあそべ

るようになる日がとてもたのしみです。 

 

 

 

 

愛媛県モラロジー協議会賞 
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忘れられない家族の言葉 

 砥部中学校 1 年  得
とく

居
い

 心音
ここね

 さん  
 
 

 「家族はいつでも心音のこと思ってるし味方だから」そう言

われた時、私は涙が出そうでした。この言葉は昔に私が１人に

なってしまった時、家族が私に言ってくれた言葉です。私は小

学生のころ友達とけんかをし、まわりの子に責められてしまい、

家族に「学校に行きたくない」と相談した時期がありました。

相談をした時、家族は真剣に聞いてくれて、私に「家族はいつ

でも味方だから」と何度も安心できる言葉をなげかけてくれ、

気にかけてくれました。その後、友達とは仲直りができて家族

に伝えると、自分のことのように喜んでくれ、私もうれしくな

りました。その時、私は友達とけんかをして１人になったとし

ても、家には私が帰る居場所があるし、力になってくれる人が

いるんだと安心しました。あの時、真剣に向きあってくれた家

族に心から感謝をし、安心する言葉をかけて居場所を作ってく

れてありがとうと思いました。 

 

 

 

 

愛媛県モラロジー協議会賞 
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大すきなおじいちゃん 

 麻生小学校 2 年  浜田
はまだ

 ゆず さん  
 
 

 わたしには、７３才になる元気なおじいちゃんがいます。お

じいちゃんは、タクシーのうんてん手のおしごとをまい日元気

にしています。おじいちゃんはしゅみがたくさんあって、いつ

もたのしそうです。ラッキーという大きなりょう犬をつれて、

山にきじをうちに行ったり、さんさいをとりに行ったり、たけ

のこをほったり、いつも大いそがしです。 

 その中でもわたしが 1 ばんうれしいのは、わたしが、「ぶど

うすき」と言うと、じいじのにわがぶどうばたけになっていた

り、「ブルーベリーがすき」と言うと、ブルーベリーを作って

とらせてくれたりします。ほかにも、いちご、トマト、スイカ、

ピーマン、オクラ、ジャガイモ、にんじん、なすび、びわ、い

よかんなど、数えきれないぐらいのやさいやくだものを作って

は食べさせてくれます。 

 わたしは、おじいちゃんがあいじょうたっぷりそだてた、り

っぱなやさいとくだもので大きくなったよ。じいじ、いつもあ

りがとう。 

 

 

 

 

 

入選作品 
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ひいじいちゃんのこと 

 砥部小学校 2 年  石 原
いしはら

 矢
や

尋
ひろ

 さん  
 
 

ひいじいちゃんがしんで、ひいじいちゃんのおそうしきが５

月にありました。ひいじいちゃんのおそうしきのとき、ぼくは

ますますかなしくなってきました。かぞくみんなでおりがみで

つるをつくって、ひいじいちゃんのひつぎにたくさんいれまし

た。おこつをひろって箱にいれました。もうひいじいちゃんと

話せないのがとてもかなしいです。 

ひいじいちゃんのおもい出は、いっしょにトラクターにのせ

てくれたり、虫とりもいっしょにいってくれたり、おたまじゃ

くしすくいもいっしょにしてくれたり、じてんしゃのれんしゅ

うもいっしょにしてくれたりしました。ぼくにとってひいじい

ちゃんはやさしいひとでした。いなくなってさみしいです。 

ひいじいちゃんがいなくなって、ひいばあちゃんは１人です

んでいます。ひいばあちゃんがさみしくないようにおとまりに

いったり、電話したり手がみをたくさんかきたいと思います。 

 

 

 

 

 

入選作品 
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あまえんぼうの妹とあまえんぼうのわたし 

 砥部小学校 3 年  松 下
まつした

 実
み

咲
さき

 さん  
 
 

わたしは４姉妹の次女で１番下に２さいの妹がいます。妹は

とてもあまえんぼうです。でも、わたしも少しだけあまえんぼ

うです。夜ねる時、私はだれよりもさきにお母さんとねる約束

をします。でも、ねるときになると妹がお母さんをよこどりし

ます。私は本当はとてもいやな気もちになるけど、まだ小さい

からいいやと思ってがまんします。でも毎日よこどりされるか

らけんかにもなります。本当は、私も妹みたいにお母さんにあ

まえたいからです。ときどき私はないているふりをします。す

ると、お母さんも妹もしんぱいそうによってきてくれます。私

はすぐに顔がにやにやするからないてなかったことはばれる

けど、みんなが私の方によってきて少しうれしくなります。そ

んな妹がたまに私にあまえてきます。私のおなかの上に乗って

「おばけがこわいよ」と言ってきます。私もこわくなるけど、

そんなときはいっぱいだきしめてあげます。だって私はお姉ち

ゃんだからです。 

 

 

 

入選作品 入選作品 
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命をつなぐ 

 宮内小学校 4 年  岡 本
おかもと

 晟也
せいや

 さん  
 
 

ぼくは、お母さんからひいおじいちゃんの戦争体験の話を聞

いた。 

ひいおじいちゃんは、ぼくのおじいちゃんが生まれる前に中

国に戦争に行った。満州鉄道の列車に乗った時に、兵たいの友

達に「見はりを交代してほしい」と頼まれて交代したそうだ。 

その夜、てきに列車をこうげきされ、交代した友達が乗って

いた車両がばくはされ、兵たいの友達はなくなってしまったそ

うだ。もし交代していなかったらひいおじいちゃんがなくなっ

ていた。ぼくのおじいちゃんもお母さんもぼくも生まれていな

かった。ぼくはこわくなった。お母さんから「命がつながって

いるのはきせきなんだよ」と言われた。ぼくは命を大事にしよ

うと思った。 

ぼくが生まれた時は、ひいおじいちゃんはなくなっていたけ

れど、お母さんが子どもの時にひいおじいちゃんから聞いてぼ

くに話してくれた。 

ぼくも次に命をつないでいきたい。 

 

 

入選作品 
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私の宝物 

 宮内小学校 4 年  小田
お だ

 楓
かえで

 さん  
 
 

私には、今４か月の妹がいます。母は毎日妹の育児日記を書

いています。日記には、うんちやおしっこ、授乳の時間や回数、

その日のコメントが書かれています。毎日書いてすごいと思い

ながらそれを読んでいると、母が、 

「楓やお姉ちゃんの時も書いたよ」 

と言って、私と姉の育児日記も持ってきてくれました。 

 見てみると、夜中に何度も授乳していて、母はねむれず大変

だったと想像できました。声を出して笑った、寝返りしたなど

の初めてのこと、かぜで心配な日のこと、私の好きな物きらい

な物などが、１才になるまで毎日書かれていました。私の成長

を細かく、ずっと見守ってくれた母のやさしい愛が伝わり、と

ても嬉しく、この日記が宝物のように思えました。 

 今私は、時々妹の育児日記にコメントを書いています。将来

妹が見た時に、妹のことが大好きだよという私の気持ちが伝わ

って、喜んでくれたらいいな。 

 

 

 

入選作品 
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まっているよ 

 宮内小学校 4 年  井谷
いたに

 陽
ひ

葵
まり

 さん  
 
 

私には、お姉ちゃんが１人、妹が２人います。そして来年の

１月には、弟か妹が産まれる予定です。お母さんがにんぷけん

しんに行っている時に、「元気かな？大きくなっているかな？」

と、ドキドキしています。お母さんが帰ってきたら、走ってむ

かえに行ってけっかを聞きます。エコーを見るのが１番の楽し

みです。先日、ショッピングセンターでにんぷ体験や、赤ちゃ

んのそれぞれの時期の大きさや重さの人形をだっこしました。

９か月では、スイカとほとんど同じ重さになります。お母さん

は、１０か月間おなかの中で赤ちゃんを育てるのが大変という

ことが分かったので、私にできることをしようと思いました。 

家のお手伝いをしたり、お母さんの足のマッサージをすると、

とてもよろこんでくれます。お母さんがよろこんでくれると、

私も、とてもうれしいです。弟か妹が元気に産まれるように、

お母さんのそばで赤ちゃんを見守っていきたいです。 

 

 

 

 

入選作品 



16 

 

 

 
 

家族そして友達とのきずな 

 広田小学校 4 年  向井
むかい

 やよい さん  
 
 

私は、とべ町高市、高市地区にある、山村りゅう学センター

に１年間だけ、行っています。家族とはなれて生活して、バス

で学校に通っています。最初はさみしかったけど、友達やセン

ターのしょく員さんがやさしくしてくれるのでだんだんなれ

ていきました。 

５月に、初めてのイベントで家族と会える「こどもの日祭り」

がありました。ひさしぶりにあえてうれしかったです。家族と

一緒にいろいろなきょうぎをしたり、おいしいご飯が食べれて

楽しかったです。家族が帰ってしまう時は、りゅう学センター

に入ったときよりもさみしく思いました。 

いつも一緒に生活するのがあたり前の家族とはなれて悲し

いけれど、友達がなぐさめてくれたり味方をしてくれます。家

族がしてくれていたように、たまに注意もしてくれます。ピア

ノを一緒にひいたりもしてくれうれしいです。りゅう学センタ

ーの仲間は、私にとって家族のようにとても大切な宝物です。 

 

 

 

入選作品 



17 

 

 

 
 

うけつがれた家族の笑顔 

 宮内小学校 5 年  大 向
おおむかい

 風歌
ふうか

 さん  
 
 

私の家には、先祖代々守ってきたおはかがあります。 

いままでは、おばあちゃんやおじいちゃんが、このおはかを

守ってきました。でも、もちろんのこと、おばあちゃんやおじ

いちゃんも歳をかさねるにつれて、たいへんになったと聞きま

した。それを聞いたお母さんとお父さんが、 

「そろそろ、交代するか」 

と言いました。 

 おばあちゃんとおじいちゃんを車にのせてどうやってそう

じをするのか、どこにゴミをもっていくのかなどをおそわって

いました。おばあちゃんもおじいちゃんも笑顔になっていまし

た。 

 代々うけつがれてきたことを、お母さんとお父さんがうけつ

いで、おばあちゃんもおじいちゃんもよろこんでいたので、私

も大きくなってお母さんとお父さんが大変になったら、交代し

てお母さんとお父さんを笑顔にしたいです。 

 

 

 

入選作品 



18 

 

 

 
 

ばあちゃんありがとう 

 砥部小学校 5 年  上 成
うえなり

 皇
こう

誠
せい

 さん  
 
 

ばあちゃんが病気になった。病院の先生でも治せない病気だ

った。僕と母さんでばあちゃん家でばあちゃんのかん病をする

ことになった。 

「ピーンポーン」 

ブザーが鳴った。ばあちゃんだ。すぐにかけつける。 

「氷１個ほしい」 

と人差し指を立てた。僕はおいしい水で作った氷をばあちゃん

の口へ１つ入れてあげた。右のほっぺ左のほっぺへと上手にい

どうさせ、おいしそうに食べてくれる。僕は氷係になった。父

さんの係は果物を小さく切る係。母さんの係は体をふいたり、

ご飯を食べさせたりしていた。ばあちゃんはそのたびに僕らに

「ありがとう」と言ってくれた。 

僕はばあちゃんの手をずっとにぎっていた。いっぱい話しか

けてあげた。 

ばあちゃんはずっと笑っていてきれいだった。ありがとうば

あちゃん。 

 

 

入選作品 



19 

 

 

 
 

もちつき 

 砥部小学校 5 年  竹 島
たけしま

 凛
りん

 さん  
 
 

毎年１２月３０日にひいじいちゃんの家に親せきが集まっ

ておもちつきをします。ひいじいちゃんは、９５才です。畑で

野菜を作っていて、いつもおすそ分けをくれます。少し耳が聞

こえにくく、声が大きいのでたまにびっくりすることもあるけ

ど、元気でやさしいひいじいちゃんが大好きです。 

おもちつきには、県外に住んでいるいとこがたくさんくるの

ですごくワクワクします。 

１年に２、３回くらいしか会えないので、みんな最初は、て

れて話さないけど、いっしょにおもちをついたり、まるめたり

していると話したり遊んだりするようになります。 

杵と臼でつくるおもちは、とてもやわらかく、みんな笑顔で

いっしょに食べれるから、大好きです。また今年もみんな笑顔

でいっしょにつきたてのおもちが食べれるのを楽しみにして

います。 

ひいじいちゃん、ずっとずっと元気でいてください。 

 

 

 

入選作品 



20 

 

 

 
 

本当の気持ち 

 広田小学校 5 年  尾 上
おのうえ

 鈴
りん

翔
か

 さん  
 
 

私は、今年留学をしています。なので、親に会うことは、め

ったにありません。下の学年の子たちが、よくお母さんやお父

さんが帰ったあとになきだします。自分は、なぐさめる方の子

です。人をなぐさめているけれど、人をなぐさめている時、自

分も親のことを思い出してさみしくなります。でも、なぐさめ

ているのは、高学年。なぐさめてもらっているのは、低学年。

高学年になっても、１年生の時も、親とはなれるのはさみしい

です。いつも家で、お手伝いして「ありがとう」「たすかるよ」

と言う親の声がないのです。家にいたら言ってもらえる言葉。

家にいなくて言ってもらえない言葉。なにをしても兄弟や親の

声は、きこえない。よくケンカする弟や母でも、いざはなれる

ととてもさみしくなるし、かなしくなりました。 

これからは、もっともっと家族のきずなを大切にします。私

は、あらためて気づきました。きずなって大切なんだなと思い

ました。 

 

 

 

入選作品 
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家族がどれだけ大切か分かった出来事 

 宮内小学校 6 年  山田
やまだ

 陽
ひ

向
なた

 さん  
 
 

私が家族の大切さに気づいたのは、わたしと妹が先日、コロナ

ウイルスにかかった時です。妹と私が発熱した時、母は 1人だ

ったのに、私達にすぐ氷枕を用意してくれました。他にも、私

達が食べやすいおぞうすいなどのご飯や、ゼリーやヨーグルト、

フルーツなども用意してくれました。おかげで私も妹もすぐに

熱は下がり、元気になりました。ですがその２日後、私達のか

んびょうを 1人でしてくれていた母もコロナウイルスになって

しまいました。なので、次は私がちゃんとしなくてはと、1 人

で買い物や料理、せんたくもやってみました。最初は不安でい

っぱいだったけど、私達がしてもらったように、氷枕やゼリー、

食べやすい物も用意して、いっしょうけんめいかんびょうしま

した。今では熱も下がり、すっかり元気になりました。この出

来事から、家族は助け合って、どんな時でも家族を 1番に考え

なくてはいけないな、と改めて家族の大切さに気づかされた、

心に残った出来事です。 

 

 

 

入選作品 
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私のたからもの 

 宮内小学校 6 年  黒 川
くろかわ

 楓
かえで

 さん  
 
 

私のたからものは家族です。私の家は５人と２匹の犬の７人

家族です。私は特にみんなでご飯を食べる時間が大好きです。

ご飯の時はいろんなことを話しています。学校のことや友達の

こと、習い事のことなどを毎日話しています。話しながら食べ

ていると、その日のご飯が何倍にもおいしくなります。また夏

休み中はお父さんとお母さんが仕事でいないときは、お昼ご飯

や夜ご飯を作っていました。もともと小さいときから料理をす

ることが大好きだったのでとても楽しく作ることができまし

た。お昼ご飯は毎日かんたんなものですが、夜はカレーやオム

ライスなどを作るだけで時間がいっぱいです。家族はみんな

「おいしい」と言ってくれてとてもうれしいです。私の習い事

がある日や仕事がない日はお母さんがご飯を作ってくれます。

お母さんの作ったご飯はとてもおいしくて大好きです。私が作

ったご飯の時よりご飯の時間が盛り上がります。やっぱりみん

なで食べるご飯が 1番！！ 

 

 

 

入選作品 
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父ちゃんのハンバーグ 

 砥部小学校 6 年  大 谷
おおたに

 莉々
り り

華
か

 さん  
 
 

私は香川県で産まれたそうです。５歳までは香川県に住んで

いたそうです。 

 ２年前にレオマワールドに家族５人で行きました。初めての

家族旅行でとても楽しかったです。卓球をしたり、みんなで絶

叫コースターに乗りました。本当に楽しくてあっという時間で

した。また行きたいと思っていたけど、旅行から帰って来てか

らお父さんが病気と知りました。お父さんはしばらくお仕事を

休んでいて、元気な時はご飯を作ってくれました。作ってくれ

るご飯の中で特にハンバーグがおいしくて家族全員が大好き

でした。 

 少し前に学校を休んで大分に旅行に行きました。その時には

もうお父さんは歩けませんでした。交代で車椅子を押して、観

光したり、遊園地に行ったりしました。その時に美味しいもの

も沢山食べたけど、お父さんのハンバーグが１番美味しいです。

家族とお父さんのハンバーグの味を真似しようと挑戦してい

ます。いつかお父さんのハンバーグを作りたいです。 

 

 

入選作品 



24 

 

 

 
 

コロナ時の優しいお母さん 

 砥部小学校 6 年  森 口
もりぐち

 怜司
れいじ

 さん  
 
 

 ぼくは、今年の夏休みに、新がたコロナウイルスに感せんし

ました。初日は３９度も出ました。それからの毎日、かくり生

活が始まりました。毎日ずっと、お母さんは階段の上り下りを

くり返して、朝ご飯、昼ご飯、夜ご飯や薬の用意、布団を用意

したりなど、ぼくがさわった所は全て、てっ底的除きんなど、

様々なことをしてくれました。ぼくは、除きんはメンタル的に

きつかったけど、そんなお母さんに感謝しています。お母さん

のかくりやおそらく除きんのおかげで７人家族のぼく以外だ

れも新がたコロナウイルスにかかりませんでした。旅行に行く

前にぼくの新がたコロナウイルスも治り、楽しく旅行に行けま

した。なかなかはずかしくて素直にお母さんの目を見て、 

「ありがとう」とは言えないけど、字に書いてなら、はっきり

伝えられる。 

『お母さんありがとう。これからもよろしく』 

 

 

 

 

入選作品 
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最高な野菜 

 砥部小学校 6 年  上田
うえだ

 龍
りゅう

征
せい

 さん  
 
 

 ぼくの家では、庭の畑で家族全員で野菜を育てています。お

父さんとお母さんと弟とぼく。みんなで土を耕し、種を植え、

水をやり、草引きをして、やっと収かくできた野菜は、スーパ

ーで買ってきた野菜より新鮮でみずみずしくて美味しかった

です。 

 自分達で作った野菜を食べると、これまでがん張って育てて

よかったなと思うとともに、こんなにおいしいい野菜が作れた

のは、家族みんなが協力したおかげだと思いました。ぼくだけ

ではこんなに美味しい野菜は作れていなかったと思います。 

 また、ご飯の時の会話が増えました。家族から「美味しいね、

これうまっ！」等の声を聞くと、野菜作りの大変さが楽しさに

変った気がしました。 

 これからも、みんなで協力して色々な野菜作りにちょう戦し

たいです。 

 

 

 

 

入選作品 



26 

 

 

 
 

弟の誕生と成長 

 砥部中学校 1 年  平 岡
ひらおか

 穂
ほ

実
のみ

 さん  
 
 

 小学校６年生の６月。３人目の弟が生まれた。私はさらに姉

として生きていこうと思った。弟が生まれ家に帰ってきた時、

私は水泳練習で疲れていた。けど、弟の顔を見た瞬間、疲れが

どこかへ飛んでいくのを感じた。それから毎日泣き声が響き、

家族の中では優しく温かい空気が流れていた。姉らしいことは

出来ていないと思った。 

 そして弟が生まれて１年。まだ１年。いやもう１年。命が生

まれて１年たったということはすごいことだ。成長していくに

つれて、はいはいをしたり、ご飯を食べだしたりと、姉として

こんなに成長を見守ることができてよかったと感じた。私と弟

は１２歳差。年の差があるのも楽しい人生だなと思った。弟は

これからまだまだ楽しいたった１度だけの人生を送ってほし

い。もう少しで歩く弟をずっとずっと温かく見守ってあげられ

る姉でいたい。「弟。楽しいことも、つらいことも乗りこえら

れる人間になってくれ」 

 

 

 

入選作品 
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生まれてきてよかったと感じたとき 

 砥部中学校 1 年  井門
い ど

 美結奈
み ゆ な

 さん  
 
 

 私が生まれてきてよかったなと思った言葉は、「生まれてき

てくれて、ありがとう」と言ってくれたことです。お母さんは、

私が生まれてこなかったら、「こんなに毎日は、楽しくないだ

ろうな…」と言っていました。私が生まれてきたことの感謝に

ついて、お父さんやお母さんが話していると、生まれてきてよ

かったなと、改めて思います。私は、お父さんやお母さんに愛

される家庭に生まれてくること自体が奇跡だと思っています。 

 私が８才のときにお母さんから聞いた話です。私は両親が結

婚して１３年目に生まれました。実は結婚してすぐに赤ちゃん

ができたけど、生まれてくることができなかったそうです。先

ほど奇跡と言いましたが、その理由は、だれもが健康で生まれ

てくること自体が奇跡だということです。 

 これからは、生んでくれたお母さん、お父さんを生んでくれ

たおばあちゃん達に感謝しながら生きていきたいです。 

 

 

 

 

 

入選作品 



28 

 

 

 
 

僕の家族の新たな挑戦 

 砥部中学校 1 年  酒井
さかい

 碧
あお

唯
い

 さん  
 
 

 ２年前のある日、僕と妹で両親に「キャンプをしてみたい」

とお願いをしました。実は僕の家族はかなりのインドア派で、

外出はあまりせず、するとしても買い物ぐらいで、キャンプの

ようなことはあまりしてこなかったのです。なので両親が乗り

気になるか少し不安でしたが、幸いなことに家の近くにキャン

プ場があり、「デイキャンプなら」と乗り気になってくれまし

た。最初のキャンプは総合運動公園キャンプ場でした。初めて

だったのでろくに道具もありませんでしたが、とても楽しい時

間を過ごせました。また、最近では初めての泊りのキャンプに

行ったりとすっかりキャンプにはまりました。 

 僕の家族は超インドア派だったのに、こんなにもキャンプに

はまるとは思いませんでしたが、キャンプは家族の絆を深める

良いきっかけになったと思います。これからもこういう家族の

きずなが深まるような経験をしていき、さらに絆を深めていき

たいです。 

 

 

 

入選作品 
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「家族のきずな」ってなんだろう？ 

 砥部中学校 1 年  白 石
しらいし

 愛
まな

実
み

 さん  
 
 

 「家族のきずな」とは、なんだろう？私は「きずな」とは、

つながるということだと考える。私は、父・母・兄・妹の５人

家族だ。家族のつながりを感じた出来事があった。それは、家

族の思い出のホームビデオを見ていた時の話だ。３人の兄弟が

赤ちゃんだったころの映像を家族で見た。妹が、産まれたとき

私は５歳だった。妹が産まれたことがうれしくて、兄と一緒に

赤ちゃんだった妹の世話をよくしたり、絵本を読んであげたり

している様子が映っていた。私が産まれたときには、兄が私を

抱っこしたり、可愛がったりしている映像が残っていた。兄が

生まれたとき、私と妹はもちろんいないが、父と母が幸せそう

に赤ちゃんだった兄の世話をする映像が残っていた。父と母が

出会い、結婚して２人家族から５人に増えた。毎日一緒に過ご

す家族は私の生活の中でかけがえのない存在である。このよう

にいつか私も家族をもち、命のバトンをつないでいきたいと思

っている。 

 

 

 

入選作品 
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お母さんの気持ちと私の気持ち 

 砥部中学校 1 年  德
とく

永
なが

 柚
ゆず

咲
き

 さん  
 
 

 私は最近、部活動で腰を痛めてしまい、病院に行ったところ、

「腰椎分離症」と言われ、「下手に動かしたりするとなおらな

いかもしれない。部活動も極力やめるよう」言われました。家

に帰ったあと、お母さんは泣きながら「もう柚のバスケをしよ

る姿が見れんと思うと泣けてくる」と私に向けて話し始めまし

た。その時、私はどうすることもできずにただただ笑うしかあ

りませんでした。お母さんは泣くほど私のことを思ってくれて

いたことに私は泣きそうになりました。その後日からお母さん

は私に注意点を毎日のように言ってくれ、本当に私のことを大

切に思ってくれているんだと感謝する反面、自分は迷惑しかか

けていないなと思うばかりでした。ですが今の私にできること

はケガを治すこと、それがお母さんへの恩返しだと思い、もう

１度バスケをする姿をお母さんに見せれるようがんばること

を決意しました。お母さんが泣いて言ってくれた言葉を私はず

っと忘れません。 

 

 

 

 

入選作品 



31 

 

 

 
 

一つの大切な言葉 

 砥部中学校 1 年  井 上
いのうえ

 羽
う

詩
た

 さん  
 
 

 「いつもありがとう」。私はこの言葉が大好きだけど、自分

からすなおに言うことはなかなかできません。でも自分の家族

は誕生日に手紙を書くことを心がけています。 

 お母さんの誕生日の当日を迎え、私はお母さんに手紙を書き

ました。この手紙には、ひごろの感謝をたくさん書きました。

それで私はふと思いました。「ふだん言えないことを手紙に書

こう」。そして私は「ありがとう」という言葉が浮かびました。  

私はお母さんにいつも感謝しています。なにより産んでくれ

て、ここまで育ててくれたことが１番の感謝です。今日お母さ

んの誕生日でどうしても伝えたかったので私は手紙に書きま

した。そしたらお母さんも「いつもありがとう」そう言ってく

れてとても心が温まりました。すなおに気持ちを伝えるってこ

んなにいいことなんだなと改めて実感しました。 

 

 

 

 

 

 

入選作品 
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家族が僕の野球を支えてくれている 

 砥部中学校 1 年  弘
ひろ

岡
おか

 朔羽
さ く

 さん  
 
 

 「お母さん洗たくよろしく」。部活があるときいつも僕はそ

う言う。帰ったときに「おかえり」と弟は言ってくれる。そし

て勉強して寝る。起きたら僕の机にはいつも野球の服がおかれ

ていた。部活がない日の休日、「練習しようぜ」と言ってくれ

る父。こういう時はいつもさそってくれる。僕のために練習し

てくれて僕はうれしかった。だから部活でもうまくいく日が増

えていった。だけどできない日はとても悔しい。悲しい。それ

でも練習にさそってくれたり、母は洗たくをしてくれる。それ

なのに僕は練習するだけ。恩返しが全くできていない。しても

らって当然になっていた。僕は総体ではレギュラーになれなか

った。とても悔しかった。でも練習不足だと感じていた。だか

らこそ、新人戦ではレギュラーはとりたい。そのために、いつ

でも恩返しできるようにしたい。練習をあきらめたくない。そ

して家族に感謝したい。そしていつか言う。 

「みんな僕を支えてくれてありがとう」と。 
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父の言葉 

 砥部中学校 1 年  上 成
うえなり

 海
み

凪
なぎ

 さん  
 
 

 「やる気がないならするな！」と、お父さんに言われた。僕

は、僕なりにがんばっているつもりだったのに、すごく悲しか

った。 

 家に帰ったらお母さんにこう言われた。 

「お父さんは、海凪にがんばってほしいけん言いよんよ」。 

僕は、申し訳ない気持ちがこみあげてきた。お父さんは、僕に

がんばってほしくて言っていたんだと、嫌味で言われてたんじ

ゃないんだとわかった。だから僕は、すぐ謝りに行った。 

「お父さんごめん、僕、たしかに少しだらだら練習してたかも

しれない」。そう言うと、お父さんは笑顔で許してくれた。 

 そして部活の日、「父さんは、そう言ってくれたけど、自分

は実力も無いし、失敗したり怒られたりするのが不安だな」と

思った。その日の部活を終えてお父さんに相談してみた。 

「部活がうまくできなくて不安なんだけどどうすればいい？」。

お父さんは、「心配せんでいいんよ。最初はみんな初心者なん

やけん」。 

その言葉で僕は、自信がついて今は自信を持って部活できてい

る。 
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お母さんとの思い出 

 砥部中学校 1 年  中 濱
なかはま

 蒼
そ

良
ら

 さん  
 
 

 僕のお母さんは、僕が大人になるまでのことを考えて、約束

事や僕の注意点などを書いてくれました。毎日それを見て行動

しています。でも、わすれてしまいできないこともありました。 

 その時にお母さんの書いてくれた物を見ています。お母さん

は、僕やおばあちゃんのことを考えてくれていました。僕は、

大人になるまでの間にたくさんの苦労があると思いますが、そ

れを乗りこえて勉強などをがんばります。お母さんの墓で手を

合わせています。 

 お母さんは天国でおうえんしてくれていると思います。 
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 愛媛砥部モラロジー事務所は、公益財団法人モラロジー道徳教育財

団より設置を承認された団体であり、よりよい社会づくりに貢献する

ことを目的とした社会教育活動を行っています。 

 モラロジー道徳教育財団は、倫理道徳の研究と社会教育を推進する

研究教育団体です。大正 15(1926)年の創立以来、「道徳で人と社会を

幸せに」という指針のもと社会における諸課題の道徳的解決に資する

研究・教育・出版・福祉事業を展開しています。また、日常の活動を

通じて SDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて取り組んでいます。 

 モラロジー(moralogy)は、「道徳」を表すモラル(moral)と「学」を

表すロジー(logy)からなる学術名で、「道徳科学」を意味します。日本

はもとより世界の倫理道徳の研究をはじめ、人間、社会、自然のあら

ゆる領域を考察し、人間がよりよく生きるための指針を探求し提示す

ることを目的とした科学「総合人間学」です。 

モラロジー教育では「3つの心」を育てます 

思いやりの心 
 
相手の立場に立って考える
ことのできる思いやりの心
は、人の喜びや悲しみ・痛
みへの共感性をはぐくみま
す。そして、自分を反省し
たり、相手を許す謙虚さや
周囲に奉仕する深いやさし
さを育てます。 

感謝の心 
 
大自然の恵み、また家庭や
国の恩恵などに対する感謝
の心は、自分の命はもちろ
ん、あらゆる命を大切にす
る尊厳性をはぐくみます。
そして、恩返しをしたり社
会や世界に貢献していく勇
気を育てます。 

自立の心 
 
夢や志に向かって、主体性
を持って生きようとする
自立の心は、家庭人、社会
人、また国民としての責任
感や使命感をはぐくみま
す。そして、地域や国際社
会に目を向けていくたく
ましさを育てます。 




